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This study explores creative education泊 aninformation network oriented society in the 21st 

C巴n旬ry.Different viewpoints from the t巴achingstaff of an electrical巴ngineeringgroup and a 

language and culture education group are presented. In this pap巴r，various methods conceming 

creativ巴 educationfor university education and study ar巴 reported.Some case studies ar巴

reported. The Intemet TESL Joumal published as組 intemationalmonthly web-bas巴djoumal for 

t巴achersof English as a Second and Foreign Language is on也eAlT server. A "groupware" 

study among the teaching staff of different fields has propos巴da new method of creativ巴

education und巴rdynarnic cooperation of the various fields. A view for creative education in the 

next century is r巴port吋

1 .はじめに

大学の教育においては，専門知識の修得と同時に，

創造性の育成にも重点を置く必要性が指摘されてい

る。しかし，私学には独自の建学の精神があり，ま

た教員にはそれぞれ独自の手法があって，創造性の

育成には，統一的技法が見出されているわけではな

し¥。

21世紀に展開されるインターネットをはじめとす

る高度情報ネットワーク社会においては，コンピュ

ータとの対話が一般的となり，創造性の育成に配慮、
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が必要となる。

本学では，人間ネットワークを大切にし，協調性

と創造性を育んでいる。学問領域においては，工科

系のほぼ全領域をカバーする9学科を備え，大学院

修士・博士課程を整備している。そして，専門分野

を異にする研究者が研究ネットワークを組んで，異

質な発想、で刺激し合って，創造性を育む教育を可能

としている。また，外国人講師による言語文化教育

や中国との交流など，異文化との接触による創造性

の育成も可能となっている。

電気系工学専門教員と人間科学・言語文化の基礎

教育系教員とが，理系・文系の垣根を越えて研究チ

ームを組み，創造性の育成教育に取り組んできてい

る[lJ。一部では，平成8年度から卒業研究生の共同

指導を行っているo しかし現状では，与えられた問

題を解く能力には優れているが，自主的に問題を見

つけ解決していくカは弱く，主体性に欠ける(指示

待ち学生)が認められる。この原因はなにか，いか
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にすべきか，情報の社会科学の側面，教育心理の人

間科学の側面，工学の専門教育の側面から検討を試

みる。

本研究の目的は，創造性の育成に手法の異なる教

員が，それぞれの立場から検討を加え，議論するこ

とにより，情報ネットワ」ク社会に対応する創造性

育成教育の多様な手法を見出すことである。以下で

は，議論した多様な研究教育の手法について報告す

る。

2.情報ネットワークと創造性

2. 1 情報化による工学の変貌・意識の変化

高度情報化社会でいう情報とは，工学ではどのよ

うに捉えられているか。 1948年 C.E. Shannonが1，0

のディジタル量として情報をピット単位で定量的に

計ることを提案した。電気工学から電子工学・通信

工学が生まれ，さらに情報工学が生まれた。情報工

学は，ハ}ドウエアを取り扱う学問体系では電気工

学に分類され，電磁気学を基礎にしている。物理現

象の解明から生まれた電磁気学は，電気情報機器や

システムを設計構築する基礎学問である。一方，情

報科学は，情報を処理するコンピュータのソフトウ

エア，考え方・手順のアルゴリズムを取り扱う体系

である。そして，文系を含む人間社会生活全体に関

わってきている。この利用サービスが，情報ネット

ワークによる情報の提供であり，このシステムの構

築や運用に工学技術が寄与している。情報科学は，

理系・文系の区分分類を外し，感性を含む頭脳に迫

るといえる。

コンビュータではプログラムに従って情報が処理

されている。コンビュータとの対話形式による情報

の入手方法は，分かり易い方法である。コンピュー

タは，企業の生産現場から家電製品に至るまで，ロ

ボット化や機器の知能化に飛躍的進展をもたらし

た。そして，進化するコンピユ}タへの研究は着実

に進められている。しかし，人聞がコンピュータに

管理される危険性が含まれている。さらに，電卓が

ソロパンや計算尺に取って代わり，アナログ時計か

らディジタル時計へ，大量のデータのコンピュータ

への記録など，ディジタルコンピュータ社会の進展

は凄まじい。有効数字の概念，大局的な判断，記憶

力などの低下は必然の現象といえそうである。この

ような状況のもとでは，創造性や主体性を育てる教

育には配慮が必要となる。コンピユ}タの知能化を

急ぎ，創造性教育に対応することも一つの試みであ

る。

20世紀後半には，新聞雑誌・書籍とラジオ・テレ

ビの普及が知識の向上と新たな情報文化を築いてき

た。 21世紀に展開されるコンビユ}タネットワ}ク

による高度情報化社会は，現在の画像映像情報文化

をさらに多様化複雑系へと推し進めるであろう。す

なわち，自己判断が求められる創造的ネットワ}ク

社会が構築されることになる。

2.2 コンピュータを創造性の道具に

「コンビユ}タと創造的教育，研究の関連性につ

いて」というタイトノレで簡単なアンケート調査を行

った。卒研生16人，修士5人を対象にした。 A4版2/3

程度の分量で自由に作文してもらった。回収率は，

卒研生56%(9人)，修士100%(5人)で、あった。また，

コンピュ」タ技術を上，中，下で自己申告してもら

ったが，卒研生で中3人，下6人，そして修士で上l

人，中2人，下2人と控えめであった。

さて，全体的にいえることは，コンピュータは単

なる道具であり，それを用いる目的を持ち，ある程

度以上のコンピュータ技術を持てば創造的であり得

るということである。このことはコンピュ}タ技術

のよ中下のいかんにかかわらず見られた。ただし，

これを逆に言えば，その程度の創造性しか支援でき

ないとも受け取れる。

さらに深い議論に入っていくとすれば，創造的教

育，研究の定義をしなければならないことになる。

その一定義として， r現時点に存在するコンセプト

とは異なったものを考案するのにプラスとなる考え

方や手法を身につけ，それを探求するための手法を

教えることが創造的教育であり，その創造的教育で

もって身につけたものを活用する場が創造的研究で

あるJとすれば，いかに自分の思考を整理し，自分

が仮定したことの理論的裏付けを取るかという点

で，表記の関連性は深いものとなろう。

このような創造性においてコンピュータの果たす

役割は，他人の考えを聞くこと，文献を読むことな

どに対応するという見方ができる。すなわち，自分

一人で考えていたのでは一定の枠から飛び出せない

が，他人の発想を参考にすれば自分の問題の参考に

なることが多い。また，自分の予想していたような

反応を示すこともあれば，予想だにしていなかった
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ような反応に直面してその解析を行うことによって

創造性に近づくことも少なくないといえる。

2. 3 自由な大学教育

戦前の日本の大学は，象牙の塔と呼ばれるほど少

なかった。大学教授が創造的研究をすることそのこ

とが，学生に対して創造的教育・科学教育となって

いた。終戦後，各県に市民のための関かれた大学を

という構想で，新制大学が設置された。新しい大学

教員は，意欲に燃えて，研究教育に独自の手法を追

求してきた。本学では，建学の精神(自由・愛・正

義)で研究教育にあたってきた。

50年後のいま，少子化と急激なディジタノレ情報社

会への変化のなかにある。大学はすばやく対応し，

自由な発担と多様な価値観をもって，教育研究の新

たな可能性の追求に向かっている。義務教育の延長

として，また社会へのパスポートとして大学教育を

受けようとする学生の多くは，人生の目標をまだ決

めかねている。社会人として備える豊かな人間性と

創造性を醸成する場，ならびに技術者として専門知

識を修得する場として大学教育を改めて考える必要

性を感じる。新しいディジタノレ情報の時代，先輩教

授のアドバイスを受けながら，果敢にチャレンジす

る若者とともに，自由な発想、を育む大学教育を引き

継いでいかなければならない。本学の教育指針(倉り

造と人間性)の実践はその一つである。

3. 人間ネットワークと創造性

3.1 高度情報化社会の心理

(1 )人間‘コンビュータ・情報 現代の科学技術

は，物質，エネノレギー，情報といった 3つの柱の上

に成り立っているといわれる。なかでも情報がもっ

重要性は，近年ますますそのウェイトを増し，高度

情報化社会の到来が現実のものになりつつある。情

報化社会においては，コンピュータによる情報処理

と電気通信網を介した情報伝達によって，大量の情

報が広範かっ迅速に生産・蓄積・伝播される。

人聞社会を情報ならびに情報システムという視点

から総合的・体系的に扱う学問が，情報科学である。

情報科学は3 計算機工学，エレクトロエクス，通信

工学の進歩を土台として誕生し，今日では，人文・

社会科学分野を含めた多面的な展開をみせている。

(2) 情報処理システムとしての人間 知覚，記憶，

学習，思考といった人間の心的過程は，さまざまな

情報を主体的に処理する過程と考えられ，この意味

で，人間はきわめて高度で精微な情報処理システム

とみることができる。このような視点に立って，主

に人間の「知」に関わる心的過程の解明を目指すも

のが認次口心理学であり， 1960年代以降急速な発展を

遂げてきている。認知心理学の研究分野においては，

いくつかのアプローチの仕方があるが，なかでも代

表的なものは，人間の心的過程を情報処理的枠組み

によってモデル化する方法である。

認知心理学の成立と発展にはコンピュータ科学の

進歩が大きな影響を及ぼしたが，コンピュータによ

る情報処理と人間のそれとの聞には多くの根本的な

相違がある。その具なるところは，人聞が意志，欲

求，感情などをもち，環境へ適応するために情報を

主体的に選択し，処理していくところである。この

ため，同じ情報に接しでも，その受け止め方，解釈

の仕方には，人によって個人差がある場合が多い。

また，人間における情報処理では，過去経験にもと

づく知識体系や文脈に関する情報が大きな役者lを果

たしている。さらに，社会的存在としての人間にと

っては，他者との関係性や相互作用の目的などによ

って情報の処理の仕方が異なってくる。こうした点

に関して，認知心理学の創始者の一人である U.

Neisser も，認知心理学の研究分野において人間と

コンビュータを直接的に対応させるアナロジーは必

ずしも適切ではないとしている。

(3) 人工知能人工知能とは，認識，推論，学習

などの人間の知的活動をコンピュータに行わせるも

ので，人工知能に関する研究は，その視点の置き方

によって 2つに大別できる。その一つは，人間の知

的活動をコンビュータ上で実現しようとする工学的

立場である。スタンフォード大学の E. A. 

F巴igenbaum が提唱した知識工学は，この立場から

のアプローチの代表的なものである。もう一つは，

人間の脳が行っている情報処理のメカニズムを解明

しようとする科学的立場である。この立場からの人

工知能研究は，認知心理学，言語学，神経生理学な

どとも密接な関連をもち，認知科学と呼ばれる学際

領域における中心的役割を果たしている。

人工知能に関する研究分野は広範に及んでいる

が，代表的なものに，知識工学とその応用面として

のエキスパート・システム?自然言語理解，画像や

音声の認識などがある。
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エキスパ}ト・システムは，各分野の専門家や熟

達者がもっている知識をコンピュータに入力し，問

題に対する解答や適切な判断を導き出すシステム

で，専門家の知識を蓄積した知識ベースとそれに基

づく推論を行う推論エンジンから構成される。 1970

年代初めにスタンフォード大学で開発された有機化

合物の構造を推定するシステムとしての

DENDRAL が最初の成果で，現在までに，医師の

専門的知識や経験をプログラム化して病気の診断に

役立てるシステム，鉱物資源や石油の探査，金融ビ

ジネスの助言システムなどが実用化されている。

人間が日常用いている言葉(自然言語)を理解す

るために，形態素解析，構文解析，意味解析，文脈

解析などの手法が研究されている。ここでは，とく

に文脈や意味情報の蓄積と利用のメカニズムの分析

が重要であり，上記の知識表現に関する研究とも密

接な関連をもっ。実用面では，機械翻訳システム，

質疑応答システム，文章の理解や要約を行うシステ

ムなどが作成されている。

ところで，人間の大脳皮質は，約140億個の神経

細胞が互いにシナプスを介して連絡し合い，高度に

自律性をもった並列的な情報処理を行っている。脳

の神経細胞同士のネットワーク状の連結はニューラ

ル・ネットワークと呼ばれ，その解明は認知科学や

人工知能研究の重要な研究テーマである。ニューラ

ノレ・ネットワークは，記憶機能や学習機能のほか，

環境に適応して自らを変化させていく自己組織化の

機能をもっ。こうした人間の大脳の神経細胞の構造

を模倣した電気的な情報処理回路を作成し，それら

を組み込んだニューロコンピューグの開発も進めら

れている。ニユ}ロコンピユ}タは，非線形のニユ

ーロモデルを数多く結んだネットワ}ク上で並列分

散的な情報処理を行うが，この点が従来のノイマン

型コンピュータとは異なる大きな特徴となってい

る。

(4) マルチメディアとコミュニケーション 文

字，図形，画像，音声などをディジタノレ情報の形で

統合的に扱い，それらを同時かっ高速に送受信でき

るメディア形態を，マルチメディアという。マルチ

メディアは，コンピュータ技術の発展に加えて，情

報を数値化して送受信するディジタノレ伝送方式や光

ファイパーを使う光通信技術の開発によって実現可

能となった。

コミュニケーションは，社会のシステムや文化と

も密接な関わりをもっ。情報化社会の現代において

は，情報伝達の新しい手段がつぎつぎに開発され，

コミュニケーションの様式にも大きな変化が生じつ

つある。なかでも，複数のコンピュータを通信回線

で結んで利用するコンピュータ・ネットワーク技術

の発展には，自を見張るものがある。現在では，世

界各地のさまざまなコンピュータ・ネットワーク同

士をつなげた，ネットワークのネットワークとして

のインターネットが大きな関心を集めている。

インターネットを中心としたコンピュータ・ネッ

トワ}クは，電脳空間とも呼べる新しい人工の疑似

環境を生み出している。この疑似環境は，人間と人

間のコミュニケーションのみを目的とした架空の世

界，つまりバーチヤノレ社会である。しかし，架空の

世界といっても実在しない社会ではない。電脳空間

に参加している人聞にとっては，意識上の実感とし

ての社会的活動が存在するのである。また，人間に

は言葉やイメージといった表象によるコミュニケー

ション能力が備わっており，言葉やイメージが他者

との間で交換できれば，主体性をもった社会的活動

が可能となる。この意味で，電脳空間におけるコミ

ュニケ}ションは，地縁・血縁や社会的な縁から生

ずる人間関係を超えて，純粋に「情報の縁j だけで

結びついた人間関係をも可能とする。

このようなバーチャル社会に参加する人間の心理

的特徴が従来のそれとどのように異なってくるか

は，重要かっ興味深い問題である。今後，コンピュ

ータが社会の中にますます浸透するにつれ，人間の

孤立化，感情や情緒の欠如，ストレスの増大などの

問題が深刻化するという指摘もなされている。いず

れにしても，現実世界のリアリティと電脳空間の仮

想性とを区別していくことが肝要であり，この点が

情報ネットワーク社会に生きる人間の最低限のリテ

ラシーとして大切になっていくものと思われる。

(5)情報破壊と情報モラル 高度情報化社会にお

いては，多くの利便性がもたらされる反面，不正デ

ータの入力によって金銭を詐取する金融機関の犯

罪，テレホンカードなどの電磁記録の改ざん，オン

ラインシステムの妨害，パスワードの盗用によって

コンピュ}タに蓄積された情報を引き出すハッカ

ー，コンヒ。ュータウイノレスの蔓延など， さまざまな

危険性や問題点が潜んでいる。このような情報化社

会における反社会的行為は，情報破壊と総称される。

こうした問題に対抗するための技術的方策として，
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情報の暗号化技術を中核とした情報セキュリティシ

ステムに関する研究が活発化している。

情報セキュリティに関する技術的研究とならん

で，情報化社会に生きる人間の情報モラノレに関する

教育も重要な課題である。この点について，わが国

の学校教育における情報化への対応を検討した臨時

教育審議会は， 1987年8月の答申において，情報モ

ラ/レの確立(情報および情報手段に関し，その重要

性，価値，影響，責任などについての基本認識を確

立すること)を今後の重要な教育目標の一つに挙げ

ている。同じく，私立大学情報教育協会の情報教育

研究委員会第一分科会は，情報破壊などの問題への

対策としては，何よりもコンピユ}タを使う人間教

育を重視すべきであるとの立場から，家庭・学校・

企業，社会で情報倫理を学ぶことが大切であると提

言している。とりわけ初等中等教育では，情報の正

しい利用や情報悪用の影響の大きさについて教え，

大学では情報倫理学，情報学などのカりキュラムを

設ける必要があると強調している。さらに，企業に

おいても倫理綱領などを作成して，情報倫理観の育

成に努めるべきだとしている [2・3J。

3. 2 インターネットを利用した英語教育

英語は今や世界共通語として広く用いられてお

り，その教育はますます重要になっている。本学で

は，英語を母国語とする教員がインターネットを利

用して行っている。 Charles1. Kellyと LawrenceE. 

Kelly は，インターネット上に百1巴 IntemetT芭SL

(Teaching English as a Second Language) Joumal[4] 

を開設し，教員だけでなく学生からも積極的にアク

セスできる機会を設けている。 BBC放送・新聞 [5]

圃書籍[6Jなど広いメディアで共感を得て紹介され，

1日に約20，000件のアクセスがある。

インターネット上に公開している論文 í~インター

ネットTESLジャーナノレ』の開発とメンテナンス」の

要約を再掲して，いかに創造性に努力しているかを

示す[7]。

『インターネット TESLジャーナノレ』くh坤://

www.ait巴ch.ac.jp(批判〉は，英語を第2言語として教

える (ESL)教師および英語を外国語として教える

(EFL)教師のための月刊インターネットジャーナ

ルで，愛知工業大学のコンピュータにリンクされて

いる。伺ジャーナルは，論文，研究レポート，指導

計画書，クラス配布物，その他のESL教師用資料を

掲載しており，世界中の教師から投稿されている。

ジャーナノレに掲載された資料はすべてオンライン上

に蓄積され，インターネットを通じて容易にアクセ

スできるようになっている。このジャーナノレは，出

版物の外に， ESL教師用の分類1llJ大容量リンク集を

整備しており，またインターネットESLコミュニテ

イに役立つ種々のプロジェクトも進行中であるc

『インターネットTESLジャーナル』は，ケリー

兄弟を編集人として， 1995年に公開された。 1996年

半ば， ESL学生を対象として最初のプロジェクト

~ESL学生のための自習問題』を始めた。これは最

初6つのクイズから始まり，今や約1000のクイズに

増大している。学生を対象としたプロジェクトは他

に， 1997年半ばに始めた ~ESL学生のためのクロス

ワードパズ、ノレ』と， 1998年初めに始めた ~ESL学生

のための宝探し』がある。教師向けプロジェクトに

は， ~ESLクラス用ジョーク』と ~ESLクラス用会

話問題』があるが，いずれも1997年に開始された。

羽目ebデザインのガイドライン

(1 )シンプルに 英語のネイティブ・スピーカー

であろうがなかろうが，基本的なコンビュータ・ス

キルを持っている人なら誰でも，資料の所在を確認

し，読み，使うことができなければならない。

(2) アクセスは速く インターネットは地域によ

ってはアクセスするのに時間がかかる所があるの

で，ダウンロードを速くするため，各ページは最ノj、
のファイルサイズにした方が良い。イメージや

HTMLのテーブルコードやフレームは避けるべきで

ある。

(3) どのコンピュータでも使用可能にする 使用

するHTMLコードは，ど、のWebブ、ラウザでも動くも

のに限定した方がよい。

(4) 的を絞る このジャーナノレはESL教師を対象

にしている。 ESL教師の大多数が興味を示さない資

料は掲載すべきではない。

(5) インターネット上にESL教師に役立つ資料の量

を増やす 有用で実用的な資料を発行し，これま

で発行された資料をインターネット上で入手できる

ようにし，世界中の教師が資料を作成園共有できる

ように奨励するプロジェクトを開発する。

ョジャーナルの各セクション

(1 )論文と研究レポート TESLの専門家が関心を

示す論文が掲載されている。(論文の多くは，クリ

ックすると著者に連絡できるような電子メールアド
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レスが付けてある。)

(2)教授法 ESL教授法を説明する論文が掲載さ

れている。これにより，教師は新しく有用と証明済

みの教授法を共有することができる。

(3)授業内容と授業計画 ESL教師が成功した授

業や授業計画が提供されている。その中には，集中

コ}スの授業計画や特殊テーマの授業内容のような

ものもある。

(4)配布資料とその他の授業用資料 教師が上手

に使うことができた配布資料や，座席表やクラス評

価用紙など，その他の授業用資料が見つけられる。

(5) ブックレビューとサイトレビュー Wぬを使

っているESL教師が特に関心を示した本やサイトの

レビューが掲載されている。

(6)今月の役立つWebリンク このセクションは，

多忙な教師がタイミングの良い授業資料を容易に見

つけるのを支援するよう立案された。このリンクの

リストは，ビジターが新しいリンクを提供するので，

随時増える。(例えば， 2月のバレンタインデ}のリ

ンク， 3月の St.パトリックス・デーのリンク， 12 

月のクリスマスのリンクなど。)

(7) パックナンバーからのハイライト すでに発

行済みの論文，研究レポート，授業内容，授業計画，

配布資料がすべて入手でき，簡単にアクセスできる

ようにメインベージとのリンクを切って，分散処理

をしている。

事教師用に計画されたプロジェクト

(1) ESLクラス用ジョーク 授業でうまくいったジ

ョークが教師や学生から投稿され，現在約200のジ

ヨ}クが集まっている。 ESLのクラスで文化，文法，

語棄を教えるのにジョ」クを使っている教師は，

これらのジョークが面白くて役に立っと評価してい

る。このページにビジターがジョークを投稿すると，

自動的にベ}ジに追加される。

(2) ESL学生用会話問題 これは，会話の練習に使

える24のトピックスについて，約600の問題を集め

たものである。 トピックスは，動物，ベット，クリ

スマス，家族，健康，スポーツ，社会問題など。個

人個人が自分の質問を追加できるので，使える問題

のデータベ}スは増え続ける。教師がこれらの問題

の使用方法を説明するページも掲載されている。

(3) ESLクラス用ゲームと活動 これは，教師が

ESL授業で役に立っと思ったグ}ムのリストであ

る。リストが提出されると自動的にこのページに蓄

積されるので，このベージは増え続ける。

・学生用に計画されたプロジェクト

(1) ESL学生のための自習問題 自習問題では，

ESL教師が作成した約600の問題が学生に出されて

いる。それらは，新作問題，休日，読書， トリビア

・クイズ，文化，スポーツ，作文，文法，イデオム，

句動詞とスラング， 語録などに分類しである。質

問の下の答えのボタンを押すと，学生にすぐ正解が

分かるようになっている。興味のある学生はこの問

題集に問題を投稿することができる。他のクイズペ

ージにリンクもしてあり，また定期的に新しい問題

が追加されている。

(2) TESL/TEFL/TESOL/ESL/EFL/ESOLリンク集 予

れは英語学習，英語指導に関する一大Webリンク集

である。カテゴリー別にブラウズでき，サーチ・エ

ンジンを使って検索できる。リンクリストの他に，

インターネットを初めて使うESL教師向けに推薦リ

ンクのページもある。ここは，インターネットESL

コミュニティがサイトを登録する中心である。オン

ラインで提出されたリンクは，自動的に

New" のベ}ジに掲載される。このようにしてESL

教師は新しいサイトを登録でき，他の人達はWeb上

の新しいサイトを簡単に見つけることができる。こ

れらの新しいリンクは， wインターネットTESLジャ

ーナル』のスタッフが確認してから，検索可能なメ

イン・データベースに加えられる。

-τESL (Teaching English as a Second Language:英

語を第 2言語として教える)・ TEFL(Teaching 

English as a Foreign Language:英語を外国語として

教える)・ τ芭SOL(Teaching English to Speakers of 

Other Language:他言語を話す人に英語を教える)， 

ESL (English as a Second Language:第 2言語として

の英語)・ EFL(English as a F orei伊 Lan伊ag巴外国

語としての英語)'ESOL (English for Speakers of 

Other Language:他言語を話す人のための英語)

(3) ESL学生のためのクロスワードパズル 約40の

クロスワ}ドパズルを集めたこのクロスワード、パズ

ル集は，言語学習に関するいろいろな課題をカパ}

している。パズルは，簡単，普通，難しい，のレベ

ル別になっており， 7~26の単語が使われている。

単語が分からない学生のためにヒント・ボタンがつ

いており，答えはどのブラウザでもチェックできる。

Java Scriptを使ったブラウザで自動的にチェックで

きるようになっている。興味のある人はこのパズル
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集にも投稿できるので，新しいパズ、/レが継続的に追

加される。

(4) ESL/EFL学生のための厳選リンク集 ESL学生

にとってさらに面白いサイトのいくつかが，このリ

ストに掲載されている。学生にとっては，このペー

ジから始めると良く，内容ごとのWebサイトへの案

内を学生に教える。自習問題，ゲーム，パズル，文

法，ライティングなどのトピックがある。 ESL学生

が簡単にページを進められるように作られている。

(5) ESL学生のための宝探し 利用できる情報を探

すためには，学生はいろいろなWebサイトを回って

情報をみつけなくてはならない。例えば，オースト

ラリア旅行，アメジカの大学，映画産業，ジョージ

・ワシントン，音楽，インターネット関連，オンラ

イン新聞などがある。

(6) ESL学生のインターネットへの案内 このベ}

ジはESL学生にネイティブ・スピーカー用の厳選ベ

ージを紹介するだけでなく，学生たちにそれらのペ

ージを理解し，利用してもらう手助けをするもので

ある。語録集や練習問題が付いている。

3. 3 英会話教育

いかに学ぶかを教えることが，英会話教育におい

て重要である。 MaユkD. Offuerは論文なインター

ネット上 TheIntemet TESL Journalに発表している

[8]。創造的授業 (CreativeLessons)をしようとすれ

ば，教員に一層の努力が求められる。

To bring greater creativity to lessons， it would 

benefit teach巴rsto broaden白出 focusto encompass 

other subject ar巴asand develop relationships b巴tween

thel11 and their own subject. Students can be shown 

how these seemingly separate areas apply to their 

particular area of study. By being sensitive to吐le

students' needs and inter巴sts，teachers can develop 

lessons that are not only more inter巴sting，but more 

practical and useful to the students as they interact in 

the "real" world outside the classroom. 

A fundamental feature of creative teaching is 

the 即日dto allow for spont叩 eity.Lessons become 

mundane regardless the al110unt of care白1planning 

put into them if they stick strictly to the text or a 

predet巴rmm巴dplan.百leteacher should be open to 

and aware of inter巴sting and novel leaming 

opportunities as they arise naturally in the classroom. 

Most often these are student generat巴d-a questi on a 

student asked or genぽalcuriosity shown by也巴

students toward a remark made‘ These are 

opportunities which spontan巴ously arise. If the 

teacher is alert enough to seize白eseoppo口unities，

and is ¥九rillingto deviate from the set planラ heor she 

will have gained interested and motivated students 

who are able to leam b出巴ras the仕naturalcuriosity 

allows them to readily assil11ilate the information 

provided 

By allowing the students more control over 

thei1" leaming (and as a result to take more 

respollsibility for抗)， the teach巴rcan draw on the 

students' creativity which wil1 be more relevant to 

th巴irworld and needs than any thing the teacher can 

devise. The challenge remains for the teacher to 

redir巴ctand channel these interests and ideas in ways 

to augm巴ntthe subject matter being studied町

3.4 規模の拡大に対応する中国の大学

海外の大学教育の様子は，インターネット上のホ

ームページで調べることができる。 1980年姉妹校提

携した中国南京工学院は，現在学生数約16ぅ000人の

東南大学となっている [9]0 1902年三江師範学堂と

して設立されてから， 1921年国立東南大学となり，

1952年南京工学院に，また1988年に現在の東南大学

と歴史を積んでいる。その間，統合と名前の変更が

随分と行われている。本学は1912年名古屋電気学講

習所として設立されてから， 1959年名古屋電気大学

に，また1960年に現在の愛知工業大学と名前が変更

され，学生数約6，500人と発展を遂げてきている。

東南大学は，中国の重点大学10指に入る理工系総合

大学として，国家教育部のもとで規模拡大が図られ

てきた。大学院の修士課程だけでも70専攻(文系15

専攻)あり，博士課程も33専攻ある。細分化して拡

大した後，大学教育の改革について議論され，多く

の教科で同一教科書を使うことに意見が統一される

ことになった。 2000年実施に向けて約100冊の本を

出版することになり，大忙しの状況にある。電気系

全学科の教科で見れば，教科書，講義時間，実験の

約2/3が同じとなる。本学でも昼夜開講制にあたり，

討論されてきた。
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このように決定されると，国家教育部からの指示 られている。

により全国同じシステムとなる。各大学に設置され

ている学科名称は，すでに全国統ーされている。日

本では各大学特色を出し，ほぼ同じ教育内容でも学

科名は異なることが多い。いかに教育するか，教員

の教育手法が磨かれ，評価されることになる。

3.5 ソフトウエアへの対応

科学論文としての文章の書き方は， <誤解されな

いこと，そのためには主語述語をきっちり対応させ

ることである)と，卒業研究生・大学院生に指導し

ている。しかし，一文を短くして分かり易い文章を

書くのは，なかなか難しいようである。特許の文章

では，特許請求範囲を一文で表すため， 468文字[10J

と長い文章もある。読み易さと科学的厳密さとは異

なるようである。文章の書き方の教育を始めている

工学部もある日lJ。

愛知工業大学研究報告[12Jの論文を対象に選び，

(第一章はじめに)の部分について，一文の長さの

度数分布を調べた。各論文の度数分布には差が認め

られた。全体の集計結果と指導教授別の大学院生筆

頭著者の論文結果を図1に示す。
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図1.科学論文一文の長さに対する度数分布。

愛知工業大学研究報告51編総計と指導教授別大

学院生筆頭著者の論文(A教授5編， B教授5編，

C教授3編)。

文章校正などのコンビュータソフトウエアは，す

でに作られている。しかし，一文の長さをどうする

かの利用技術については，各著者の自己判断に委ね

3.6 創造的ソフトウエア

20数年前に産声をあげたマイクロコンヒ。ュータは

瞬く聞に社会の隅々に浸透した。数年遅れで開発さ

れたパーソナノレコンピュータ(以下パソコン)は，

今や汎用計算機の領分に深く入り込んでおり，従来，

汎用計算機で実行されていた処理も殆どがパソコン

の使用に置き換えられている。ワークステーシヨン

もパツコンの一種と見なせば，それは既にスーパー

コンヒ。ュータの領域にまで食い込んでいる。パソコ

ンは，開発初期にはいわば興味本意の玩具のような

存在であったが，数年を経ずして実用の道具と化し，

現在ではコンピュータと言えばパソコンを指すと言

ってよい程度になっている。ところで初期のパソコ

ンには，実用的な市販のプログラムが少なかった代

わりに，ベ}シックインタ}プリタが添付されてお

り，パソコンを買えば必然的にプログラムを作成し

なければならなかった。いわば底辺にまでプログラ

ム開発が強要されていた訳である。そのような事情

から，パソコンもソフトが無ければ只の箱，と言わ

れていた時期がある。しかし最近ではその辺りの事

情が大きく変わってきている。多くの用途に既製の

ソフト製品が氾濫し，殆ど、の使用者はパソコンを購

入すればソフトも同時に購入して，買った時点から

直ちに使用できるようになった。このこと自体は，

コンピュータが成熟して社会にとけ込んだことを意

味しており，非常に好ましいことである。しかし全

面的に賛成できるかと言うと問題がある。

本学でも，数年前まではパソコンに関心を持つ殆

どの学生の興味は，プログラムをどのようにして作

るかということで、あったと思われる。しかし現在で

は人気ソフトをどのようにして使いこなすか，に興

味が移ってしまっている。このことから，ソフトす

なわちプログラムは人が作る物であることを学生が

意識しなくなってしまっているとさえ思われる。将

来を考えるとこのような現状は非常に因ったことで

ある。

どのような製品であれ，物は専門家が作り使用者

は使い方さえ知れば良いのが普通である。たとえば

洗濯機は洗濯以外の可能性を秘めてはいない。しか

しコンピュータはそうではない。現状以上に多くの

可能性を秘めている。そしてその鍵を握るのがソフ

トである。ソフト開発の底辺がいなくなれば，その
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頂点も失われるのが道理であるから，長い目で見る

と現状のままではコンピュータの可能性が狭められ

ると危f具される。

我々はこのような観点、に立ってコンピユ}タの教

育研究に取り組まなければならないと考えている。

すなわち人の考えの手順，言いかえればアルゴリズ

ムをどのようにして身近にあるパソコン上でプログ

ラムの形に実現するか，を常に意識して学生に対処

すべきであると考えている。そのような意識が学生

に創造的な思考を促すと思われる。

4.研虫ネットワークと創造性

4. 1 創造性は時間軸で評価される

電話の発明者として知られているのはA.G. Bell 

であるが， E. Grayも同様の特許を 1876年2月14日

に出願している。しかし， A. G. Bellの出願が E.

Grayに比べて2時間早かった日3J。特許発明の優先

権は出願の日時で決まる。

内田の「ゼーマン磁気光学効果を用いた原子吸光

分光分析法jの論文[14Jは，応用物理学会誌に掲載

された。カナダの R.Stephensの同様の原理に基づ

く論文口5Jは，分析化学会誌 Ta1antaに掲載された。

当時水銀汚染などの公害が社会問題となり， ppbオ

ーダーの新しい分析法の開発が緊急課題であった。

どちらも掲載号が1975年8月号で，論文受付日が1974

年8月28日と一致した珍しいケースである。地球が

インターネットで包まれた現在の高度情報化社会で

は，現地時間でなくリアルタイムが問題となる。し

たがって，発信国名地名も重要な情報となり，グリ

ニツジ標準時間で遅速が比較されることになる。

4. 2 創造性は国際会議で試される

科学者・研究者は，創造的・独創的な独自のアイ

ディアで研究に立ち向かっている。アイディアは，

できるだけ早く実証し，学会論文誌に発表すること

になる。しかしながら，論文の内容は査読されるた

め，投稿してから掲載されるまでに時聞がかかる。

そこで、この時間短縮が論文誌の一つの競争となって

いる。論文では，独創性が主張できる。そして，そ

の公開したアイディアを，注目してくれた研究者と

共に展開させ，社会に貢献することを可能としてい

る。

現在では，国際会議が頻繁に開催され，最新の研

究成果を発表する機会が増えている。文部省科学研

究費補助金でも海外出張旅費の使用を認める状況に

なってきた。国際会議では，会議開催中に集中的に

査読するなどして，論文集を早く出版するようにし

ている。また，発表時に最新の成果を討論できるな

ど，国際会議は研究者の創造性のぶつかり合いの場

となっている。この緊張と会場外での気楽な交流接

触によるリラクゼーションが，新たな創造性の芽を

生むことを可能にしているといえる。

4. 3 データベース化される論文

インターネットが普及し，国際会議のプログラム，

アブストラクトさらにはプロシーディングもウエブ

上に公開されるようになってきた。学会も論文概要

を公開するようになった。研究者もホームページを

開き，論文を公開するようになった。

数年前までは，論文の著者に論文別刷り送付依頼

カードを送り，論文を入手していた。電子メールア

ドレスが論文に載るようになって，論文入手が容易

になってきた。キーワードから論文を検索するとと

も容易になった。

情報ネットワーク社会では，論文がデータベース

化され，研究者により検索され，利用されるように

なった。デ、}タベース化される論文誌や国際会議・

研究会を選んで，論文が発表されるようになってき

た。科学技術の進展への寄与が，創造性のねらいに

もなっている。

膨大な量の論文が，データベース化され，検索で

きるように加工されている。最近では，引用文献も

収集されている。どの論文がどこでデータベース化

され，またどの論文が誰のどの論文に引用されてい

るかを調べることができる。著者の一人は最近この

調査で，約40名の新たな引用著者を知ることができ

た。論文で交流の輸を広げることを可能にした。

4.4 グループウェア研究の手法

21世紀をリードする創造性と相互に協力協調する

人間性を身につける方法として，グループウエア研

究は有力な方法の一つであると考える。グループウ

エアは，ハードウエアやソフトウエアと同じく，コ

ンビュータシステムの構築利用技術のーっとして名

付けられている[16J。そして，ビジネスチームとし

て創造性を発揮し，協調共同して成果をあげるとい

う手法である。日本的社会構造に適し，経済成長を
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支えた側面が指摘できる。巨大プロジェクトに必要

な創造性と協力協調体制を実現する手法としても，

グループウェアが提案されている[17J。

しかし，大学の研究教育に，このグループウェア

の手法を適用するのは，なかなか難しい。大学教員

が研究者としては，独自の科学的好奇心を持ってい

るからである。各教員の自発性を保証して，独自の

アイディアをいかに尊重し実現するかという点で，

教員相互の信頼と協力が必要不可欠である。

クツレープウエア研究では9 総合型の先端研究課題

に取り組むことができる。研究組織には，学科を越

えた教員が参加し，それぞれの専門領域の技術的手

法で協調共同して課題に取り組むことになる。した

がって，互いに異質な研究手法や異なる発想に触れ

活性化され，グ、/レープとして新たな創造的発想を生

み出すことが可能となる。自分一人では実現不可能

として生まれなかった発想を，改めて可能とするも

のであり，創造性の魅力から生まれたものであると

いえる。参画する学生にとっては，研究課題の関口

が広い点で興味を持ちやすく，創造性と社会性・人

間「生の形成を容易にする。そして，カリキュラム教

育の一定レベル以上の基礎知識を，知恵、に変える総

合的な広い視野を備えることになる。

4. 5 研究手法も多様化

大学教員が創造的研究をすることそのことが，学

生に対して創造的教育・科学教育となることは事実

であろう。その手法を考えるときに，研究テーマが

重要な要素のーっとなる。確立された方法論・手法

で順次未解決の問題や対象に取り組み，真理の探求

や製品化ー産業化を狙うテーマでは，一人あるいは

少人数で取り組むことが可能である。発明のもとが

豊富に残されている境界領域や新産業創成を狙うテ

ーマを選べば，方法論や手法も改めて検討する必要

が生じるであろう。異分野との共同研究は有効な手

段となるであろう。大型設備を必要とする実験系テ

ーマには，相互協力してチームを組んで研究を進め

る必要がある。このように研究手法の多様化は，豊

富な知識を必要とする， 21世紀の複雑系社会に育つ

学生の創造的教育に有効であるといえよう。

5. おわりに

電気系工学専門教員と人間科学・言語文化の基礎

教育系教員とが， 21世紀高度情報ネットワーク社会

に対応する創造性教育としづ課題で，相互に多様な

手法を議論し，それぞれ異なる視点、からの成果を得

ることができた。

インターネット上に世界規模で英語教育を考える

論文誌を開設し，教員だけでなく学生からも積極的

にアクセスする機会を設けて，成果をあげている事

例。学科を越えたグ、ループウエア研究が，教員聞は

もとより学生相互間で有機的に協調刺激し合い，新

たな創造性を生み出している事例。それらを含めい

くつかの研究教育の手法について，現状と将来展望

を報告することができた。

謝辞

本研究は，本学総合技術研究所平成 9年度公募プ

ロジェクト共同研究の助成を受けて進められた。申

請計画に従って研究が実施されたことを記して謝意

を表す。

参考文献

1 )内田，オフナー，ケリー，林，羽賀'秦野， r'l 
報ネツトワ-クと創造性育成教育jん，電気関係学

会九州支部第5叩0回記念連合大会講演論文集，

p.161 (1997) 

2) 林文俊 r情報処理とコミュニケーションj，柴

山茂夫・甲村和三・林文俊共編， ~工科系のた

めの心理学j，培風館(1998)

3) 林文俊， r創造的態度の測定尺度に関する研究

:理工系男子大学生を対象とした予備的検討J，

日本性格心理学会第7回大会発表論文集 5

pp.41・42(1998) 

4) Kelly， C. 1. and Kelly， L. E.， "The Dev巴10pm巴ntand 

Maintenance of The Intemet TESL Jouma1" 

Bulletin of Aichi Institute of Technology， Vo1.33A， 

pp.73-78(1998)， Th巴IntemetTESL Joumal， Vo1.4， 

No.7 (1998)， < http://www.aitech.ac.jp( 

iteslj/ ArticleslKelly-ITESLJ.html> 

5) 例えば， THE DAIL Y YOJ:v征URl， No.l7394， 

Monday， January 4， (1999) 

6)例えば，北尾謙治，北尾 S.キャスリーン r英

語教育のためのパソコンとインターネットj，洋

販出版(1997)

7)チャーノレズ1.ケロー&ローレンス E ケリー，

r~インターネットTESLジャ一ナノレ』の開発とメ



情報ネットワーク社会に対応する創造性育成教育に関する研究 131 

ンテナンス J， < htゆ://www.ai.teぬ.ac.jprit郎自/

Artic1eslKelly-lTESLJ.・J.h町叫>，参考文献4)の日本

語版

8) Offuer， M. D.， "Teaching English Conversation in 

Japan: Teachlng How to Learn"， The Internet TESL 

Journal， Vo1ム N03(1997)，くh仕:p://www.ai.tech.ac.

jpnteslj/Articles/O鐙ler-HowToLearn.html>

9)東南大学， <h坤:/，川ww.seu.edu.cn>

10)服部，内田， r飛行時間型イオン質量分析装置J，

特許第1278404号，特許公報(B2)， pp.89-93 (1984) 

11)中島利勝，塚本真也，大橋一仁， r工学部学生に

対する技術文章学教育の試みJ，工業教育，

Vo1.45， No.3， pp.46・51(1997) 

12)愛知工業大学研究報告， Vo1.32B (1997)， Vo1.33B 

(1998) 

13)下中弘編， r世界大百科事典J，Vo1.25， p.590，平

凡社(1988)

14)内田，服部， rゼ}マン変調原子吸光分光分析J，

(1974. 8. 28 受理)，応用物理学会誌応用物理，

Vo1.44， No.8， pp.852・857(1975) 

15) Stephens， R. and Ryan， D. E.， "An application of 

th巴 Zeeman effect to ana1ytica1 atomic 

spectroscopy"， (Received 28 August 1974， Revised 

3 December 1974， Accepted 19 December 1974)， 

Ta1an匂・ TheIntern，ational Journal of Pure and 

Applied Ana1ytical Chemistry， Vo1.22， No.8， 

pp.655・658(1975) 

16) Johansen， R.，唱roupw紅e"，会津泉訳， rグ、ルー
プウエア:ビジネスチームによる新しいコンピ

ュータ利用J，日経BP社 (1990)

17)大脇健一， rグループウェア:グループで研究を

行うためにJ，地下空間利用シンポジウム講演資

料(1998)

*2 C. 1. Kelly <http://www.ai.tech.ac.jpr ckelly> 

*2 1. E. Kelly くhttp://www.ai.tech.ac.jprlkelly>

キ2 M. D. Offner <h:甘p:/，川ww.ai.tech.ac.jp/Noffuer> 

*5 Y. Uchida <h坤://www必tech.ac.jpruchida> 

(受理平成11年3月20日)


